
リニアな循環から脱し、
残存価値の活用へ



リサイクル社会
カーボンニュートラル

経済活性

隠れた物質フロー

新たな循環エネルギー消費

新トリレンマ???



それに応えるのが

ほんとうの サーキュラー・エコノミー







物質フローの改善、だけでな
く資源効率の向上を

「物質フローの改善」

資源効率 =

(製品・システムの利便性)

(物質フロー)



2022年日本の消費者購入市場における耐久財・自動車の割合

• 統計局家計調査(世帯数は社会保険人口問題研究所)をもとに作成

• ちなみに 住まい(除く借り料)5.4兆、被服4.9兆
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消費者購入市場規模(兆円)

耐久財以外 家具家事用品。自動車

147兆 10兆

無意識にかつ従来ビジネスの頭でも、物売り経済からの脱却は始まっている。
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社会の経済行為 ←------------------------経済外の個人行為－-------------------→

リニアな経済

サーキュラーな経済
包みこみ
寄添い経済

経済の主体者

マスプロのた
めの汎用化

新たな使用者ベー
スの産業活性のた
めのカスタマイズ

経済

多様な個のカスタマイズに応える新ビジネス領域

購買の壁

なげやり経済



エコデザイン2009→2022の本質

•製造者責任からの脱却

manufacture consumer

上市および使用開始時

manufacture consumerbusiness

ディストリビュータ
ディーラー

バリューチェーンサービス

EcoDesign2009

EcoDesign2022

欧州議会調査局のエコデザイン指令の実施評価 の政策提言「（...）エコデザイ

ンプロセスにおいて、製品だけでなく、その機能に必要なシステム全体を考慮

することは、資源効率に向けたもう一つの重要な成功である」





リニアな循環(効率的に作る論理の渦中)

製造者 消費者

リサイク
ラー

製
品

使用
済み
物

資
源

汎用スペック、コピー製品の
大量供給 消費してもらうための市場拡大

使用者責任
の使用後の
処理

価格競争
(大量画一処理では
天然資源に理)

リファー
ピッシャー

類似スペックの
安値提供

物質フローは改善するかもしれないが、
ロジスティク増大などでCO2も増



CEの必要条件

大量消費にかわる
ライフスタイルへ

生産・循環・消費
の転換

循環型社会
カーボン

ニュートラル
経済

＋ ＝

サーキュラー
エコノミー

大量の資源・化石燃料
経済からの脱却新たなバージンを必要とするリサイクルは、

非サーキュラー・エコノミー型リサイクル

大量生産・消費を支えてきた
物質基盤とシステムに対置



これからのリファービッシュ業はカスタマイズ産業

新品と同様に使えて
安く手に入る

貴方が欲しかった機能が
フルスペック品を購入し

なく手に入る

性能が出ていることを試験

リニアな
リファービッシュ

CE時代の
リファービッシュ

性能が出る機能、出ない機能の見極め
使用者の用途にあった斡旋、改修
(モニタリング管理、AI機器入出力)
情報技術の活用

大量生産・
安売り競争の延長
新品との競合

使用者の痒いとこ
ろに手を届ける業

カスタマイズ可能
な新規製品とも協
働

リファービッシュ
中古を安く売るので
はなく、中古ででき
るサービスを考える



残存価値
(retain-ed/-ing  value)
を徹底的に引き出す

資源価値
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利用価値

行動価値(情報価値)

コミュニケーション価値
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個人消費/売切経済

共同空間経済



何をやれば「CEを実践している」
と言えるか

• 自動車リサイクルを例に取ると

✕ シュレッダーに掛けて鉄を取り出す  資源価値だけ
◯ 解体時に高張力鋼板部を取り外し自動車ボディに利用 品質価値の取り出し

• プラスチック循環を例に取ると
✕ リサイクルしてできるプラスチックで何でも良いから作る  廃棄物の減量化
◯ 必要なモノをつくるために循環プラを活用する 必要な価値への適用

• 「都市鉱山メダル」を例に取ると
✕ オリンピックのメダルをリサイクルだ作った  資源価値だけ
◯ みんなの思いが、オリンピックのメダルになった  参加の価値を付加

残存価値(retained/ing value)の発掘と活用



サーキュラーエコノミー広域
マルチバリュー研究会

•活動報告につづく
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